
出資法人等経営状況報告書

１

　

作成年月日及び担当部署

　

作成年月日

　　　

令和６年８月２１日

　　　

担当部署 農林水産部

　

農政課

※以下は令和６年３月３１日現在の内容です。
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法人等の概要

法

　

人

　

名

　

公益財団法人 大島農業振興公社

　　　　　

理事長 丸山

　

晴己

代

　

表

　

者

　　　　　　

爾

　

常

　

勤

　　　

□

　

非常勤

　

…饗

　

プロパー

　　

□

　

市兼務

　　

□

　

その他

所

　

在

　

地

　

新潟県上越市大島区牛ケ鼻２６４９番地

日 平成６年３月７日

基

　

本

　

金

　　　　　　

５１，０００千円

　　　　　　　

市出絹割合

　　　　　　　

９８．０％

　　　　　　

上越市大島区の区域における農業の担い手の育成、 農作業の支援等を行うこと

設立目的

　

により、中山間地域の農業生産の維持及び向上並びに農地の効率的利用を図り、

　　　　　

もって、 大島区の区域の農業振興に寄与する。

　　　　　

｛１｝

　

農業の担い手の育成に関する事業

　　　　　

｛２｝

　

農作業の支援に関する事業

　　　　　　

｛３） 農用地の保全に関する事業

主な事業

　　

団

　

前３号に掲げる事業に関する情報の収集及び提供に関する事業

　　　　　　

圏

　

農地の有効利用及び効率的な使用を促す農地の貸し借り等権利調整に関する事業

　　　　　　

◎

　

技術習得等を目的とした研修等事業

　　　　　

｛７｝

　

その他この法人の日的を達成するために必要な事業
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５

　

事業実績（概要）

【令和５年度の経営状況】

夏期のコメの高温障害があったものの、 収量面では、 前年度比１０アール当り約６０ｋｇの増収と

なるなど、公益事業が増収となったことで、経常収益全体では前年度比２，８７９千円増の５６，６８８千

円となりました。

支出面では、ＪＡ所有の育苗ハウスのビニールシートの更新に要する費用が負担金として発生

したことに加え、後進育成のために公社の若手職員への指導に多くの時間を要し、 ほ場の作業に

係る人手が不足したため、 一部のは場は、地域の他の担い手へ作業委託したこと等により、経常

費用は前年度比２，６８２千円増の６１，２０４千円となりました。

全体収支としては、当期一般正味財産増減額と当期指定正味財産増減額の合計４，３３７千円の赤

字であり、 正味財産期末残高は７７，７６９千円となりました。

【令和５年度の主な取組】

○農作業支援事業

　

・基幹農作業受託事業

　

小規模・高齢農業者を支援し、荒廃農地の発生を防止するため、．次の農作業を受託しました。
項

　

目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

耕

　

う

　

ん ５．８

　

ｈａ ３．６

　

ｈａ ４．６

　

ｈａ

代

　

か

　

き ４．８

　

ｈａ ５．７

　

ｈａ ４．９

　

ｈａ

田

　　

植 ４．ｌ

　

ｉ

　

１ａ ３．３

　

ｈａ ２．３

　

ｈａ

刈

　　

取 ７．７

　

ｈａ ７．３

　

ｈａ ６．４１１ａ

合計 （延べ面積） ２２．４

　

ｈａ １９．９

　

ｈａ １８．２

　

ｈａ

地域農業活性化事業

担い手への農地集積を推進するとともに、受け手がない農地は公社で管理耕作を行いました。

項

　

目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

借

　

入

　

面

　

積 １３．５

　

ｈａ １２．２

　

ｈａ １２．９

　

ｈａ

公社耕作面積

（水稲作付面積）

　

１３．ｌ

　

ｈａ

（１３．ｌ

　

ｈａ）

　

１１．８１ｉａ

（１１．８ｈａ）

　

１２．５

　

ｈａ

（１２．５ｈａ）

　

水稲収穫量

（ｌｏａ当たり収量）

　

６８．ｏｔ

（８．６俵）

　

５７．ｏｔ

（８．１俵）

　

６７．８ｔ

（９，０俵）

○園芸事業

　

・花苗は、 サルビアやパンジーなどを温室２棟で生産しましたが、 一般卸の減少などにより、

　

売上高は前年度と比較して５９千円減の４，３９５千円となりました。

　

・自然薯は、 作付面積を拡大し、 売上高は前年度と比較して２７３千円増の１，０２４千円となりま

　

した。

　

・アスパラガスは、 株の更新到来を機に、 令和３年度でほぼ全ての栽培を終了したほか、ネギ

　

については、 生産にかかる作業コストを考慮して、令和４年度をもって取組を終了しました。

　

・白菜は令和４年度から学校給食用野菜として取り組むために、作付面積を拡大したことによ

－２‐



り、 売上高は前年度と比較して１３４千円増の３０７千円となりました。

・令和４年度に試験栽培を行った白小豆については、令和５年４月以降に収入がありましたが、
乾燥や選別作業などのコスト面での課題が大きく、 令和５年度は生産を中止しました。
・なお、 長年、 園芸部門を担当してきた職員が令和５年１２月末をもって退職したことに伴い、

園芸品日については、 固定の販路がある自然薯を除き、 令和６年度においては休止すること

としました。

区

　　

分 令和３年度 令和４年度 令和５年度

売上高

　

合計

　

花苗 （一般卸・ＪＡ‐出荷）

　

花苗 （公共花壇）

　

自然薯

　

アスパラガス

　

ネギ

　

白菜

　

白小豆

６，２５４千円 ５，５４７千円 ５，７９４千円

花苗 （一般卸・ＪＡ‐出荷） １，４９４千円 １，３１５千円 １，２９０千円

花苗 （公共花壇） ３，２８８千円 ３，１３９千円 ３，１０５千円

自然薯 ５４８千円 ７５１千円 １，０２４千円

アスパラガス ６１７千円 ２５千円

　　　　　　

・

　　　　　　

ー

ネギ １６８千円 １４４千円

白菜 １３９千円 １７３千円 ３０７千円

白小豆 ６８千円

※花苗（公共花壇） には、植栽管理受託収益は含めていない。

○地域マネジメント組織への支援

　

集落を超えて地域の課題に取り組む組織 （中山間地域等直接支払交付金：１３支部、 多面的機

能支払交付金：１０組織） から事務委託を受け、活動の円滑な実施を支援しました。

３－



６

　

財務状況（税込）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単 位：千 円）

項

　

目

　　

令和３年度

目

　

令和３年４月１日

至 令和４年３月３１日

　　

令和４年度

目

　

令和４年４月１日

至 令和５年３月３１日

　　

令和５年度

目

　

令和５年４月１日

至 令和６年３月３１日

正
味
財
産
増
減
計
算
書

一般正味財産増減の部

　

経常収益

　　　

基本財産運用益

　　　

特定資産運用益

　　

受取会費

　　

事業収益

　　

受取補助金等

　　

その他経常収益

　

経常費用

　　

事業費

　　

管理費

　

当期経常増減額

　　

経常外収益

　

経常外費用

　

当期経常外増減額

　

税引前当期一般

　

正味財産増減額

　　

法人税等

　

当期一般正味財産増減額

　

一般正味財産期首残高

　

一般正味財産期末残高

経常収益

　

基本財産運用益

　

特定資産運用益

　

受取会費

　

事業収益

　

受取補助金等

　

その他経常収益

６１，１３８ ５３，８０９ ５６，６８８

基本財産運用益 Ｉ １１｛
１１

特定資産運用益 ０ ０ ０

受取会費 ０ ０ ０

事業収益 ４８，８１７ ４１，９４３ ４３，２６１

受取補助金等 １１，４９３ ｕ，０９８ １２，３０５

その他経常収益 ８２７ ７６７ １，１２１

経常費用

　

事業費

　

管理費

６３，８６８ ５８，５２２ ６１，２０４

事業費 ６１，６４７ ５６，７０１ ５８，６７８

管理費 ２，２２１ １，８２１ ２，５２６

当期経常増減額 乙２，７３０ △４，７１３ △４，５１７

１，６８６ １，７０５ ５００経常外収益

経常外費用 １９１ ０ ０

当期経常外増減額 １，４９５ １，７０５ ５００

税引前当期一般
正味財産増減額 △１，２３５ △３，００８ △４，０１７

法人税等 ０ ０ ０

当期一般正味財産増減額 △１，２３５ △３，００８ △４，０１７

一般正味財産期首残高 ３４，３９１ ３３，１５５ ３０，１４７

一般正味財産期末残高 ３３，１５５ ３０，１４７ ２６，１３１

絹虻－－琴＊－塵嵐山の部

　

当期指定正味財産増減額

　

指定正味財産期首残高

　

指定正味財産期末残高

佃

当期指定正味財産増減額 △６４５ △３３２ △３２０

指定正味財産期首残高 ５２，９３５ ５２，２９１ ５１，９５９

指定正味財産期末残高 ５２，２９１ ５１，９５９ ５１，６３８

正味財産期末残高 ８５，４４６ ８２，１０６ ７７，７６９

項

　

目 令和４年３月３１日現在 令和５年３月３１日現在 令和６年３月３１日現在

貸
借
対
照
表

資

　

産 １０１，６６６ ９７，３０４ ９４，６４８

負

　

債 １６，２２０ １５，１９８ １６，８７９

正味財産

　

指定正味財産

　

一般正味財産

８５，４４６ ８２，１０６ ７７，７６９

指定正味財産 ５２，２９１ ５Ｌ９５９ ５１，６３８

一般正味財産 ３３，１５５ ３０，１４７ ２６，１３１

※

　

金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計算結

　

果と一致しない場合があります。

－４‐



　

市からの財政支出等

｛１） 委託額（税込）

内訳 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備考

① 除雪作業委託 １３，３４８ １１，１５２ ８，５５３

②
温室除排雪作業委託

１，０８５ ０ ０

市から公社への温室ハウ
スの譲渡により、令和３年

度をもって除排雪作業委

託は終了

③
公共花壇等管理運営業務委託

（うち花苗生産）

（うち植栽管理）

４，９１５

（３，２８８）

（１，６２７）

４，８５２

（３，１３９）

（１，７１３）

４，６１７

（３，１０５）

（１，５１２）

計 １９，３４８ １６，００４ １３，１７０

７

（単位：千円）

｛２｝

　

財政援助額（税込）

内訳 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備考

①

　

補助金 （助成金）

　

運営費補助金

　

中山間地域等直接支払

　

ー

　

１交付金

　

１農業経営所得安定対策

　

１緊急助成事業補助金

３，７４２ ５，０６０ ６，４１６

運営費補助金 ２，３６０ ３，８１０ ４，５００

中山間地域等直接支払
交付金

１，３８２ １，０３８ １，３１６
個別協定分と集落協定の個人

配分を合算

農業経営所得安定対策
緊急助成事業補助金

０ １１２ ０
市補助事業（令和４年度）
１千円／ｌｏａ

エネルギー価格高騰支
援金

０ ｌｏｏ ４００

市補助事業

　

｛令和４年度）

　

上限１００千円（前年度収入額

　

が５０，０００千円以上１００，０００

　

千円の法人の場合）
市補助事業（令和５年度）

　

上限３００千円十追加支援金

　

上限１００千円

農業経営継続支援金 ０ ０ ２００
市補助事業（令和５年度）
上限２００千円

② 貸付金 ０ ０ ０

③ 損失補償 ０ ０ ０

④ 債務保証 ０ ０ ０

計 ３，７４２ ５，０６０ ６，４１６

（単位：千円）

８

　

市以外からの補助金・助成金等

…

　

受給額（税込） （単位：千円）

内訳 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備考

①
水田活用の直接支払交
ず寸金

７，１７４ ５，１７０ ５，２６６ 国

②
収入減少影響緩和交付
金

０ ３５５ ０

国（令和４年度の収入は令和３

年産に対するもの。令和４年産

は発動無し。令和５年産は発動
があったが、収入は令和６年度
となる。）

③
肥料高騰緩和対策助成
金

０ １８１ ３ ＩＡ

④ 雇用就農資金 ０ ０ ３００ 国（５０千円／月）

計 ７，１７４ ５，７０６ ５，５６９

－５－



９

　

今後の経営計画等

｛１｝次期事業計画

設立当初の基本理念及び定款に定める目的に基づく事業展開を行い、また、公社自身の経営の

健全化に向けた努力を継続しながら、関係機関・団体と連携し、地域農業を支える公社機能の充

実に努めます。

項

　　　

目 令和６年度計画 令和５年度実績

農作業支援事業（農作業受託事業） １７，５

　

ｈａ １８．２

　

ｈａ

地域農業活性化事業（管理耕作分） １２．７

　

ｈａ １２．５

　

ｈａ

園芸事業

　

花苗 （一般卸・ＪＡ出荷）

　

花苗 （公共花壇）

　

公共花壇植栽管理

　

自然薯

　

白菜

　

白小豆

２３０千円 ７，３０６千円

花苗 （一般卸・ＪＡ出荷） ０千円 １，２９０千円

花苗 （公共花壇） ０千円 ３，１０５千円

公共花壇植栽管理 ０千円 １，５１２千円

自然薯 ２３０千円 １，０２４千円

白菜 ０千円 ３０７千円

白小豆 ０千円 ６８千円

マネジメント事業 ３，４７４千円 ３，５１６千円

｛２｝中長期経営計画

・農地保全事業では、保倉川沿い等のまとまった農地の集積を進め、経営面積の拡大を図ります。
また、 専門家等の指導を受けながら、米の販売力の強化促進に取り組みます。
・園芸事業では、 植え替え期を迎えたアスパラガスに代えて、 自然薯の作付けを拡大するほか、

高収益作物の試験栽培に取り組みます。
・農業用機械や設備の更新が必要な場合は、リースや中古機械の議受け等を検討するなど、コス

ト削減に努めます。
・冬期間の収入を確保するため、市道除雪を継続します。

※なお、令和６年度においては、自然薯を除く園芸部門を休止しています。園芸部門の今後の方

向性については、市から譲渡を受けた温室ハウス２棟の活用方法を含め、令和６年度に検討し

ます。

－６→



１０

　

令和６年度 経営状況の分析・評価

（１｝

　

第三セクターの経営状況の分析・評価のフローチャート

※「第三セクターに対する関与方針」 から抜粋

債務超過に陥っている、又は、資本金の５０％を超え
る累積欠損金がある、 若しくはそのおそれがあるか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ば い

↓いいえ

はい 外部専門家に見解を
３期連続の赤字であるか 求める

↓いいえ

はい
法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあるか

↓いいえ

現状では、当該法人の経営状況に問題 （課題） なし

フローチャートによる評価基準
．

　

備考

Ａ 経営状況に問題 （課題） なし 引き続き経営努力を行う

Ｂ 法人の経営の持続可能性に懸念がある

経営健全化の可能性について、外部専門家
に見解を求める

Ｃ 当期純利益が３期連続の単年度赤字である

Ｄ
債務超過に陥っている、 又は、
資本金の５０％を超える累積欠損金がある

フローチャートによる評価

　　　　　

Ｃ

　　　　　　

→

　

ＢからＤ評価の法人は｛２｝へ

　

【特記事項】

　

３ 期連続で正味財産が減少しているかつ、 市からの運営費補助 （４，５００千円）があること

から、 Ｃ評価となった。

非営利法人においては、累積欠損金という概念がないため、初期の正味財産に対する減
少分を累積欠損金と読み替える。
「３ 期連続の赤字」 の判断においては、「当期一般正味財産増減高」 と 「当期指定正味
財産増減高」 の合計がマイナスとなる場合は、 赤字と読み替える。

ー７ー



（２） 外部専門家 （令和６年度 第三セクター評価委員会参加者） の分析・評価

外部専門家の評価

圏

　

課題あり

□

　

課題なし

外部専門家の分析

【上記評価の理由１

・将来計画（全体的な見通し） が不明瞭である。 説得力ある抜本的な再生策等が示されず、
業務改善・経営改善が期待できない。
・財務状況の把握が税理士事務所に任せきりで、公社職員における把握がほぼされていない

ような印象を受けた。
・地域の高齢者から農地を引き継ぐことで農地の拡大が可能なようだが、耕作条件の不利な

農地を引き継ぐことが経営においてはマイナス要因になると考えられる。中山間地域等直

接支払制度の次期の協定締結について検討する必要がある。
【その他指摘事項等】

①

　

市担当部署において、全国や県内の好事例（再生事例）を公社幹部とともに視察及びヒ

　

アリングをして調査するべき。 また、 公社幹部と協議を重ねながら公社の現状を把握し、

将来を見据えた事業方針・再生策・人事策等を策定するべき。
②

　

経営改善は公社が財務状況を把握できていることが大前提となることから、税理士事務

所との連携を密にし、財務状況を双方で共有しながら、経営改善に繋げていくべき。また、

　

人事労務関係の問題について、 社会保険労務士からアドバイスを受けるべき。
③

　

短期的に実行できるアドバイスに基づく取組（ふるさと納税返礼品の登録及びブリッジ

　

にいがたの活用） に早急に取り組むべき。

④

　

利益率が高い園芸部門の再開と自然薯販売の拡大を目指し、ＪＡに支援依頼をするべき。
⑤

　

耕作条件の不利な農地を引き受ける際は、数字的根拠（農地の面積や位置、形状等によ

　

る所要コストの多寡） をもった上で、 収益性がある農地かどうかを精査し、 引き受けるべ

き。

（３｝

　

分析・評価結果を受けての対応方針

①②

　

税理士事務所との連携を密にし、 財務状況と公社の課題を職員間及び市の間で共有

　　

し、 改善策の検討を行う。 社会保険労務士については、 必要に応じて、 相談することを

　

検討する。

③

　

ふるさと納税返礼品について、 取組を行う。 ブリッジにいがたの活用については、 情報

　

収集を行い、 検討する。

④

　

園芸部門の再開については、必要な人員に係る経費を含め、収益性の面を精査する。自

然薯については、現在の人員体制の中で、引き続きＪＡの指導・支援を受けながら、必要

　

な知識、 技術の習得に努める。

⑥

　

ほ場の形状や面積、ほ場の特徴など、耕作条件を十分に精査した上で、農地の引き受け

　

を検討する。



市担当部署による対応方針

①②

　

公社とともに、決算書等を基に経営分析を行い、財務状況の把握と共有を図った上で、

　

市として業務の効率化等について助言を行う。経営分析については、外部の第三者機関

　　

として県農林公社の農業経営相談所からも指導を仰ぐ。また、県内外の類似の公社の経

　

営状況や市からの支援の状況など、運営に関する状況を調査するため、視察研修等を行

　　

つ。

③

　

ふるさと納税返礼品について、 公社に必要な手続きを示し、 取組を後押しする。 ブリッ

　

ジにいがたの活用について、公社が取組を判断する上で必要な情報収集、情報提供を行う。
④

　

園芸部門の再開について、 関係機関の協力を得ながら、公社とともに検討する。
⑥

　

条件不利地を受けることで、公社の経営に支障をきたすことのないよう、公社との情報

共有、助言を行う。

１１

　

外部専門家 （令和５年度 第三セクター評価委員会参加者）の分析・評価に対する対応状況

外部専門家の分析・評価【概要】

①

　

経営状況の点検方法について現状の点検方法でよいのか。予算書、決算書の確認も当然

　

のことながら、 期中にも点検・確認する仕組みづくりをするべき。

②

　

会計処理等について、決算報告書を作成する上で、 繊 ふ石。１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｈ

　

人コＬｎ珊飛行われるよう、 仕

組みづくりをするべき。 その際、 税理士からの指導を受けるべき。

③

　

株式会社ブリッジにいがた（株式会社第四北越フィナンシャルグループの地域商社）を

活用するべき。 また、「おおしま育ち」 について、 ふるさと納税品とすることを襖副ラる

べき。

④

　

様々な作物 （製品） の中でも、 競争力・生産量のあるものに選択と集中を図り、工ＣＴを

積極的に活用しながら、 結果としてブランド化していくべき。

第三セクターによる対応状況

①

　

適宜、市と情報交換、意見交換を行いながら、 事業を実施してきた。
②

　

令和５年度の決算書から、税理士事務所の指導を受けて作成した。
③

　

ブリッジにいがたの活用には至らなかったが、 市内のラ←〆ン店など、 新たな販路にコ

　

メの営業を行い、 定期購入に結びついた。 また、 ふるさと納税返礼品の登録については、
人員的な問題から、 登録まで至らなかった。

④

　

長年、公社の園芸部門を担当してきた職員が令和５年１２月に公社を退職し、園芸部門

　

を休止せざるを得ない状況となった。自然薯については、事業者からの要望で、作付面積

を縮小しながらも継続している。令和４年度から取り組んだ学校給食用野菜としての白菜

の作付けについては、公社全体の経営状況を見極めながら検討したい。
市担当部署による対応状況

①

　

令和５年度事業の実施状況、 あるいはコメの作柄状況等について適宜ヒアリングを行

　

い、 公社と情報共有を図りながら事業を進めてきた。また市内４公社と連携を図るべく、
１１月に４公社を集めた情報交換会、意見交換会を行った。．
②

　

会計処理における税理士の指導を積極的に促した。
③

　

ブリッジにいがた活用の詳細な研究と公社への提案には至らなかった。
④

　

園芸部門の休止に際し、今後の公社の方向性について公社とともに検討を行っている。
なお、園芸部門を休止していることから、 中期経営計画の見直しを公社に促す。
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令和５年度

　

事

　

業

　

報

　

告

　

書

《

　

総

　　

合

　

》

　

記録的な猛暑により、農産物への影響が懸念された年となりました。肥料◆農薬、諸材料等の高騰

が続いていますが、 販売価格への転嫁が難しく、 依然として厳しい経営状態が続いています。 近年は

赤字経営が続き、上越市の第三セクター検討委員会や所管する農政課、関係課などから、経営改善に

向けた指導を受けています。

事業実績では、収益事業で暖冬小雪の影響により、除雪作業収入が減額となりましたが、総体的に

は当初計画どおりの実績となっています。

水稲部門は、飼料用米の複数年契約が最終年度を迎え、面積及び出荷量ともクリアすることができ

ました。 また、 早生 （つきあかり）・中生 （にじのきらめき）・晩生 （コシヒカリ） の３品種の作付け

を行い、 平均反収は９俵でした。（品種ごとの収穫量は別紙「事業実績」のとおり）

園芸部門は、花苗生産は契約事業を含め、安定した実績となっています。農産物生産は、自然薯を

主軸とし、植付本数を拡大し安定生産に努め、収穫量の全てを完売いたしました。また、秋野菜の白

菜は、 直接販売のほか学校給食用に出荷し、 安定収入に努めました。

　

マネジメント事業は、農用地の利用調整に係る相談や、日本型直接支払交付金制度に関する事務支

援に取り組んでいます。１０年後を見据えた地域計画の策定が始まり、地域懇談会へも参加いたしま

した。高齢化と担い手不足が懸念される中、今後の公社の方向性と役割などを見据え、新たな人材確

保と担い手の育成、関連団体や関係機関等との連携した体制作りにも取り組んでまいります。

《

　

事業内容及び結果

　

》

１

　

公益目的事業

① 農業の担い手育成に関する事業

　

農業者の高齢化と地域内の担い手不足が進んでいることから、地域農業を持続的に発展させるこ

とを目的に、 新たな担い手の確保と育成に取り組みました。

② 農作業の支援に関する事業

　

耕作放棄や地域農業の衰退を未然に防止することを目的に、負担となっている基幹農作業を請け

負い実施しました。

（１）水稲育苗事業

ＩＡからの委託により、 水稲苗の育苗硬化及び配達並びに施設の維持管理を行いました。

　

硬化ハウス

　

４棟 （２９８１ｄ／棟） 維持管理

‐１１‐



　　

水稲硬化苗

　

４， ４２９枚

　　

水稲苗配達

　

２， ５１０枚

（２）基幹農作業受託事業

担い手不足や高齢化に伴う労働力及び農家の機械設備投資の軽減と、耕作放棄地の防止を図るた

め、基幹農作業受託等を請け負い、 本年度は延面積１８．１５ｈａを実施しました。

詳細は、別紙事業実績のとおりです。

③ 農用地の保全と地域農業の維持増進に関する事業

耕作放棄地や地域農業の衰退を未然に防止することを目的に、農地管理の維持が困難となった農

家の農地を借り受け、 管理を行いました。

　

・水稲作付面積

　

１２．５３ｈａ

　

－

　

「おおしま育ち」 を栽培、 販売

　

・安全、 安心、 良食米の安定生産と、 環境にやさしい米づくりへの取り組み

　

・経営の安定化を図るため、 水田活用直接支払交付金事業への取り組み

④ 農業マネジメントに関する事業

　

地域の担い手育成や、 経営の安定化を図るために必要な地域合意につながることを目的に、 下記

の事業を行いました。

（１）農地利用集積円滑化事業【継続事業】

　

荒廃地の増加防止や農用地の効率的利用を目的とし、農地利用集積円滑化団体として、農用地の

利用調整を行いました。

　

利用権設定面積

　

２．０６ｈａ

　　　

うち流動化面積

　

２．０６ｈａ

（２） 日本型直接支払制度に係る事務支援

　

＊中山間地域等直接支払制度

　

大島区農業振興会の事務局を請け負い、広域連携による農作業支援体制の確立、農業施策の情

　

報提供、 中山間地域等直接支払制度に係る事務支援等を行っています。 第５期対策が始まり、

　

取組面積及び支部数が減少しましたが、包括的に地域の農業を支える中心的役割として今後も

　

活動を続けていきます。

　

＊多面的機能支払交付金制度

　　

１０地区の取組団体からの事務委託を受け、 事業の円滑な推進に努めました。

　

＊環境保全型農業直接支払交付金制度

　

制度の有効活用を図るため、「大島区の環境を守る会」 を組織し、 農地の保全と担い手の育成

　

に努めました。

⑤

　

園芸の技術習得に関する事業

地域の農業者が、容易に園芸導入に取り組むことができるよう支援することを目的とし、新規作

物を先行導入し、 栽培技術の確立に努めました。

‐１２



（１） 花苗の技術習得に関する事業

上越市の植栽事業及び市内各団体への花苗供給により、 地域の緑化推進に協力しました。

（２） 施設園芸等の技術習得に関する事業

　

周辺の畑地の有効活用と地域に根付いた振興を目標に、自然薯を主軸とし、秋野菜では白菜の栽

培に取り組みました。露地野菜は気象条件等に左右されやすい面もありますが、栽培技術が向上し、

安定した生産となりました。

⑥

　

旧大島農業実習交流センターの管理に関する事業

　

農業とのふれあいによる、′じ・豊かな人づくりを目的に、 旧大島農業実習交流センターの管理業務

を行っています。

ロ

　

収益事業

①

　

冬期間の地域住民の生活道路の確保と、公共施設を安心して利用できる場を確保するため、道

　

路除雪を実施しました。

令和５年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第３４条第３項に

規定する、付属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しませんので、作成はしてお

りません。

令和６年６月

　

公益財団法人 大島農業振興公社
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令和

　

５ 年度

　　

事

　　

業

　　

実

　　

噸

事業区分

　　　　　

コ‘′

　

面積等
．，島

　

金額 ｏｉｌ）
実 績

備

　　　　　

考

①無い手の育成

　

面積等

０

　

面積等

０ 大島区認定農業者会・ムと；‘

　

耕うん

② 代掻き

農

　

田植え

作

　

刈取り

弓驚』
の

　

機械回送
支

　

籾運搬
援

　

その他

　　

計

４、Ｏ ３０８，０００ ４．６２ ３２８，９５０ 春１．７４ｈａ

　

ｌｌｏ，８２４円

　

秋２，８８ｈａ

　

２１８，１２６円

代掻き ６，Ｏ ６３０，０００ ４．９０ ５１２，９３７ 春４，５７ｈａ

　

４７７，６８７円

　

秋０，３３ｈａ

　

３５，２５０円

田植え

　　　　

３．Ｏ

　　

１９５，０００

　　　　

２．２７

　　

１５９，０７５

刈取り ７・０ １，４７７，０００ ６，３６ １，３５４，１６４

育苗硬化 ４，０６０ ３，８９１，０００ ４，４２９ ４，４２６，３５８

水稲苗配達 ２，５００ ３００，０００ ２，５１０ ３０７，７８０

機械回送 ７０ ３５０，０００ ６１ ３０５，０００

籾運搬 ２５０００ １００，０００ ２０，５６６ ８２，２６４

その他 ０ 人夫

　

１８Ｈ ３２，４００

７，２５１，０００ ７，５０８，９２８

　

作付面積

　　

コシヒカリ

　　

つきあかり

　

にじのきらめき

　　

計

③ 米販売収入

農

　　

小

　　

売

用

　　

送

　　

料

地
熱出荷（コシヒヵリ〉

　

熱出前（つきあかり）
の

　

｝Ａ出荷

　

｛にじきら）
保
飼料米（つき．にじ）
全

　

屑米．端量米

　

Ｒ５仮渡金追加払

　

Ｒ４産米本精算金

　

Ｒ４飼料米精算金

　　

その他

　　

計

品種別収穫量は次頁のとおり

コシヒカリ ４，５６ ５，０４

つきあかり ３．７１ ３，７２

にじのきらめき ３．８５ ３，７７

計 １２，１２ １２，５３

米販売収入
小

　　

売 ２３，４００ ７，９９０，０００ ２３，９７０ ８，３６０，９５９ コシヒカリ１３，１１ｏｋｇ つきあかり１０，８６０ｋｇ
送

　　

料 ４５０，０ＯＧ ３４７，３６０

熱出荷（コシヒカリ〉 ６，０００ １，２００，０００ ８，１００ １，８４１，１０３ １等１，５９０ｋｇ

　

３７６，３５３円

　

２等６，５１０ｋｇ

　

ｌ，４６４，７５０円

熱出前（つきあかり） １，９２０ ３２０，０００ １，９５０ ４３８，７５０ ２等１，９５０ｋｇ

　

４３８，７５０円

｝Ａ出荷

　

｛にじきら） ０ ０ １，２９０ ２４３，９６８ １等８７０ｋｇ

　

１７２．５６８円

　　

２等４２０ｋ８

　

７１，４００円

飼料米（つき・に腸 ２６，５２０ ５３，０００ ２６，５２０ ５３，０４０

肩米・端量米 １７０，０００ １１０，８８６

Ｒ５仮渡金追加払 ０ ４４，３０７

Ｒ４産米本精算金 ０ ２７２，９４３

Ｒ４飼料米精算金 ０ ５８５，３３８

その他 ０ 切り餅 １，８００

１０，１８３，０００ １２，３００，４５４

　

農地利用集積

④ 円滑化事業

マ

　

中山間地域等直接

才・ 支払事務支援事業

ジ 多面的機能支払

メ 事務支援事業

ン 環境保全型農業

ト 直接支払事務支援

　

農地中間管理事業

　　

計

　　　

２．０６

｛ｉｌ脂＝言設定面積）

２２３，０００

　　　

２，０６

（利用催設定面積）

２２２，７２０

賃貸料

　　　　

２１７，７４１

手数料

　　　　　

４，９７９

　　

合計

　　　

２２２，７２０

中山間地域等直接

支払事務支援事業
２，４８４，０００ ２，４７２，０００ 事務費

　　　

２，４７２，０００

多面的機能支払

事務支援事業
７００，０００ ７４４，５０６ １０取組団体から事務受託

環境保全型農業

直接支払事務支援
２０，０００ １７，７６０ 大島区の環境を守る会事務局

　

事務費

農地中間管理事業 ５９，０００ ５９，４００ 農地中間管理事業業務委託費
３，４８６，０００ ３，５１６，３８６

花苗生産

春花苗 ５，０００ ４０１，０００ ９，００７ ６７９，７０１

秋花苗 ４，３５０ ２６３，０００ １，５３６ ９１，５００

ＩＡ花苗 ５，０００ ３６０，０００ ５，３９４ ３８８，３６８

その他 ２５，０００ １３０，４１６ チューリップ球根３００個 ヨモギ挿し木６，６６０本

計 １４，３５０ １，０４９，０００ １５，９３７ １，２８９，９８５

農産物生産

自然薯 ４２５ ６７０，０００ ６５３ １，０２４，４４７ 種芋代１０，０００円・送料８，４００円含む

野菜

　

白菜 ９８０ ２４５，０００ ３０７，２６２ 直接販売２３４個

　　

ＩＡ出荷２，８９０ｋｇ

野菜

　

白小豆 ０ ６８，２７７ ｝Ａ出荷

　　

１０９ｋｇ
計 ９１５，０００ １，３９９，９８６

－１４一



令和５年産米

　

品種別収穫量

品

　　

種 作付面積

　

） 精品重量（ｋｇ） 平均反収（俵）

コシヒカリ ５０３．５０ ２４，１５０，００ ８，Ｏ

つきあかり ３７２．１０ ２０，２８０，００ ９，１

にじのきらめき ３７７，３０ ２３，とめ０．００ １０．３

合

　　

計 １，２５２，９０ ６７，８３０．００ ９，Ｏ

－１５‐

　　

当初計画
面積等

　　　

金額（円）

　

実

　　　

績

面積等

　　

金額（円）
備

　　　　　　

考

花蕪生産 ３，１５０．０００ ３，１０５，１９５

植栽管理 １，５１１，０００ １，５１１，９６０

計 ４，６６１，０００ ４，６１７，１５５

６，６２５，０００ ７，３０７，１２６

ｇ

　

大島農業実習交流
Ｈ
理

　

センター研修事業
０ ０

２７，５４５，０００ ３０，６３２，８９４

収

　

市道除雪受託事業

　　

春先除雪

　　　　　　

１ＯＨ

　

スノーポール設置・撤去

収

　　

実稼働

　　　　　　

２５０Ｈ

　　

固定費
１

　　

待機補償料

　　

パトロール

　　　　　　

６０回

　　

排雪作業

　　　　

言十

　　

収益事業合計

春先除雪 １０Ｈ １８０，０００ ３Ｈ １１８，８００

スノーポール設置・撤去 ２３８，０００ １０６本 ３９９，９３８

実稼働 ２５０Ｈ ７，０００，０００ １８４Ｈ ５，９７６，９６０

固定費 １，３９６，０００ １，３９４，３６０

事

　

業

待機補償料 ０ ０

パトロール ６０回 ５４０，０００ ４１回 ４４０，９９０

排雪作業 １，６００，０００ 雪戻し１４１ ２２２，４２０

計 １０，９５４，０００ ８，５５３，４６８

１０，９５４，０００ ８，５５３，４６８

事業収入合計 ３８，４９９，０００ ３９，１８６，３６２



令和

　

５ 年度

　　　

業

　　

務

　　

報

　　

告

令和

　

５年 ４月

　

１日

４月

　

３白

令和 ６年

６月１３日

６月１４日

６月１６日

６月２７日

７月

　

７日

７月１０日

７月１４日

７月１８日

７月２１日

７月２７日

８月

　　

７日

８月１７日

１０月１１日

１０月１９日

１０月２０日

１０月３１日

１１月

　

６日

１１月１０日

１１月１３日

１１月１４日

１１月１５日

１１月２０日

１２月

　

１日

１２月１１日

２月１６日

２月２０日

２月２１日

３月

　

４日

３月１４日

３月１５日

３月１８日

３月２２日

３月２６日

令和５年度事業開始

辞令交付

　

事務局長：丸山

　

職員採用：小黒

明治大学 古田肋教来社：中山間地域農業についてヒアリング

令和４年度事業分

　

決算監査

令和５年度第１回通常理事会

除雪事業ヒアリング Ｇ南川原区総合事務所）；丸山事務局長

令和５年度定時評議員会

大島区農業振興会正副会長会議

農政化事業ヒアリング

自然薯部会現地研修会（区内圃場巡回）：藤村

コンプライアンス研修会 （ワークパル上越）：丸山事務局長・中島

第三セクター評価委員会：丸山理事長・本山副理事長

大島区農業振興会支部代表者会議：旭

　

庄屋の家

雇用就農資金事業申請：対象者 小黒

上越市認定農業者会総会（謙信公会館）：中島

雇用就農資金研修会（新潟市）：丸山事務局長・小黒

内部検討会：農業実習交流センター

自然薯部会総会（｝Ａえちご上越大島支店）：藤村

温室等検討会（大島区コミプラ）：理事長・副理事長・事務局長・中島

雇用就農資金現地確認調査：農業実習交流センター

役員等総会（温室の活用等について）

市内農業公社研修会（牧区）：丸山事務局長・中島

除雪出動式（希望館）：丸山事務局長

農業簿記研修会（希望館）：丸山事務局長・中島

消防署立入検査

令和５年度第１回臨時理事会

令和５年度第１回臨時評議員会

竹内税理士事務所訪問：丸山理事長・中島

ＪＡわかば地区生産組織連絡協議会幹事会：丸山事務局長

］Ａ履歴検討委員会：丸山事務局長

みらい農業づくり協議会・地域懇談会：丸山事務局長・中島

ｊＡわかば地区生産組織連絡協議会総会：丸山事務局長

令和５年度第２回通常理事会

農政化事業ヒアリング

令和５年度第２回臨時評議員会

税理士 竹内先生来社

地域懇談会：丸山事務局長・中島

‐１６‐



令和５年度

　　

理事 会・評議員 会の開催状況

１． 理事会

開催日時
出

　

席

理事数
識

　　　　　　

題
備

　

考

（現在数）

令和５年

６月１４日
４名

議案第１号

　

令和４年度公益財団法人大島農業振興公社事業報告について

議案第２号

　

令和４年度公益財団法人大鳥農業振興公社決算報告について

議案第３号

　

令和５年度定時評議員会の召集の決定

理事７名

監事２名

令和５年

１２月

　

１日
４名

議案第１号

　

申請書の提出について

　

瞥施設園芸温室の指定用途の変更について

議案第２号

　

令縞馬年度臨時評議員会の召集の決定

理事７名

監事２名

令和６年

３月１５日
５名

議案第１号

　

令和６年度公益財団法人大鳥農業振興公社事業計画（秦）について

議案第２号

　

令矛－－６年度公益財団法人大島農業振興公社収支予算（案）について

議案第３号

　

令和５年度第２回臨時評議員会の召集の決定

理事７名

監事２名

２． 評議員会

開催日時 出席数 議

　　　　　

題
備

　

考

（現在数）

令和５年

６月２７日
６名

議案第１号

　

令和４年度公益財団法人大島農業振興公社事業報告の承認

議案第２号

　

令和４年度公益財団法人大島農業振興公社決算報告の承認
７名

令和５年

１２月１１日
５名 議案第１号

　

申請書の提出について

　

瞳施設園芸温室の指定用途の変更について ７名

令和６年

３月２２日
４名

議案第１号

　

令和６年度公益財団法人大鳥農業振興公社事業計画（案）の承認

議案第２号

　

令和６年度公益財団法人大島農業振興公社収支予算（案）の承認
７名

－１７－



役 職 員

　

の 前 年 度 比 較 状 況

摘

　

要 Ｒ５．３．３１ Ｒ６．３．３１ 増

　

減 備

　

考

理

　　　

事 ７ ７ ０

監

　　　

事 ２ ２ ０

評

　

議

　

員 ７ ７ ０

役員等合計 １６ １６ ０

一

　

般

　

職 ２ ２ ０

現

　

業

　

職 ２ ｌ △

　

ｌ

派

　　　

遣 ０ ０ ０

職員合計 ４ ３ △

　

Ｉ

－１８－



決

　

算

　

報

　

告

　

書

目

　　

令和

　

５年

　

４月

　

１日

至

　　

令ネロ

　

６年

　

３月３１日

新潟県上越市大島区牛ヶ鼻２

　

６４９番地

公 益 財 団 法 人 大 島農 業 振 興 公 社

－１９‐



貸

　

借

　

対

　

照

　

表
令和６年３月３１日現在

（単位：ｌｔｊ）
科

　　

目 当年度 前年度 増

　

減
１

　

資産の都

１．流動資産

　

現

　　　

金

　　　

預

　　　

金

　

未

　　　　　

収

　　　　　

金

　

棚

　　　

卸

　　　

資

　　　

産

　

流動資産合計‐
２． 固定資産

　

（１）基本財産

　

定

　　　

期

　　　

預

　　　

金

　

基本財産合計

　

（２）特定資産

　

退

　

職

　

給

　

付

　

引

　

当

　

資

　

産

　

減

　

価

　

償

　

却

　

引

　

当

　

選

　

建

　

特定資貧産合計
（３）その他固定資産

　

建

　　　　　　　　　　　

物

　

農

　　

業

　　

用

　　

機

　　

械

　

車

　　

両

　　

運

　　

搬

　　

具

　

什

　　　

器

　　　

備

　　　

品

　　　

願

　　　

奴

　　　

鯖

　

その他固定資産合計

　

固定資産合計

　

資産合計
１１

　

負債の部

１．流動負債

　

未

　　　　　

払

　　　　　

金

　

預

　　　　　

り

　　　　　

金

　

流動負債合計
２． 固定負債

　

退

　

職

　

給

　

付

　

引

　

当

　

金

　

固定負債合計

　

負債合計
１日

　

正味財産の部
１．指定正味財産

　

指定正味財産合計

　

（う

　

ち基本財 産 への充当額）
２． 一般正味財産

　

（うち特定資 産

　

への充当額）

　

正味財産合計

　

負債及び正味財産合計

４，８５７，９２９

３，３６３，７６５

４．，０７４，５００

３，３６６，１９５

１，２３０，８４５

３，０５９，５００

１，４９１，７３４

２，１３２，９２０

１，０１５，０００

１２，２９６，１９４ ７，６５６，５４０ ４，６３９，６５４

５１，０００，０００ ５１，０００，０００ ０

５１，０００，０００ ５１，０００，０００ ０

９，９１３，９００

１２，９４６，８８４

１２，６５９，６００

１２，９４６，８８４

△２，７４５，７００

　　

０

２２，８６０，７８４ ２５６０６，４８４ △２，７４５，７００

　　

４

２，９３６，５６８

５，２４５，９５６

３０８，３１３

　　

Ｉ

　

２３，３５５

４，８１６，３５８

７，８２６，７１３

３７４，９７０

　　

Ｉ

　

△２３，３５１

△１，８７９，７９０

△２，５８０，７５７

　

△６６，６５７

　　　

０

８，４９０，８４２ １３，０４１，３９７ △４，５５０，５５５

８２，３５１，６２６ ８９，６４７，８８１ △７，２９６，２５５
９４，６４７おＺＵ ９７，３０４，４２１ ‘ ２，６５６，６０１

６，５５６，７３０

４０８，２１８

２，２１２，５１９

３２６，２１６

４，３４４，２１１

　

８２，００２

６，９６４，９４８ ２，５３８，７３５ ４，４２６，２１３

９，９１３，９００ １２，６５９，６００ △２，７４５，７００
９，９１３，９００ １２，６５９，６００ △２，７４５，７００
１６，８７８，８４８ １５，１９８，３３５ １，６８０５１３

５１，６３８，４０４

（５１，０００，０００）

５１，９５８，７２４

（５１，０００，０００）

乙＞３２０，３２０

　

（

　　

０）

２６，１３０，５６８

（２２，８６０，７８４）

３０，１４７，３６２

（２５，６０６，４８４）

△４，０１６，７９４
△２，７４５，７００

７７，７６８，９７２ ８２，１０６，０８６ △４，３３７，１１４

９４，６４７，８２０ ９７，３０４，４２１ ‘｝２，６５６，６０１

－２０‐
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評価機益等調整前当期経常増減額
評価損益等計

当期経常増減額
経常外増減の部

　　

当期経常外増減額

　　

当期－－般正味財産増減額

　　

－波正味財産期首残高

　　

－般正味財産期末残高

ｌｉ

　

指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高
川 正味財産期‐未残高

‐２２‐



吉
一

　

計

偶

　

合

　　　　　　　　　

４

　　

１

　　　　　　　　

１

正味財産増減計算書内訳表
令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで

科

　　　

目 公益目的事業 収益事業 法人会 合

　

計

　　　　　　　　　　

金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

茎
′

　　　　　　

費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担
′

　

Ｆ

益
鹿

墨

；

リ
績

厩字
響

鱈馨

龍
樫

息益

　

ぎ１

ー

〆

費
費
料
料
料
警

費
費
瞭
も
当
輔
費
費
茅

鎚韻盤

熱
業榊鮒
鰐
利ｚ

　

報春
闘
嘩闘

お
１…
鞭
と
細『
善
書
輔輔

蝋
益
財糎
業
馨

灘
噌

．

好
評
用メ
員料
誘

１

室
ー

ず
お

艇
理
冥童

謡

耗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

品

公

　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　

品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

給

　　　　　　　　　　　

驚

　

職

ぉ

費

信

価

妾

　　　　

熱

　　　　　　　　　　　　　

酋

与

雲

鉢盤

議

鰯

鷺

雑受雑鎚押
韻

撮

饗

修燃費
纂

支嚢

塑
ず
役檀
＝

饗

ぷ
跳騒ぎ
翻
斗

　

。
。
『

。
。
。
。
『

。
。
８

鰯
。
師

　　　

０

０

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

０００

０

０００

０
跳
邸
測

　　　　

鯛

　

皿

　　　　

２

　　　　　

２

　

２

　

２

　

硯

　

２

　

８

　

５

　

４

　

８

　

６

　

２

　

６

　

０

５

　

８

　

節

　

％

　

招

　

３

　

４

　

ゆ

１２

　

総

　

蝿

　　　

ゑ

悲

脇

慧

感

謝

上

　　

山

思

惑

跳
謬
五
”
鼻

　　

１

１

６

　

０

　

帖

　

皿

１６

暗

　　

弱

　

７

　

４

　

０

　

５

　

５

　

５

１８

　

馳

　

婚

　　

犯

　　　　

２

盈

淑

５

謝

　　

恩

ガ

議

急

Ａ
ｉ

　

忍

　　

ぶ

　　　　

噂

　

７

１２

　

３

　

７

　　

８

　

４

１２

　

５

６

　　

１

　　

１

　　　

４６，１１５，８４９

　　　　

８，５６６，２３５

　　　　

２，００５，５０８

　　　

５６，６８７，５９２

岬嘘

霊

園
踊
憲
園

『

８
８
３
ｇ

霊

園

。
遇
鰯
瓢

墨

耀
〆
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

　

０
０
０
０
０
０
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
０
癌
０
則
網
鰯
伽
闘
蹴
測

　　　　　　　　　　　　　　

跳

　

班

１２８

２６４
節
２８１
３４
筋

剛種
欄
跳
躍
鰯
欄
霧
煮
談
議
憲

３５９

醐
伽
間
８９７
９３６

５００

０

３６５

ｍ
繊
麗
鋪
躍
３
鵬

　

跳
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科

　　　

目 を益目的事業 収益事業 法人会計 合

　　　　　　

益

益

顔

　　　　

損

　　　　　　

額

　　　　　　　

劃
．
１

替

　　　　

却

　　　　　　　　　　　　　　　

額

　　　　

減

　　　　　　　　

却

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

替

費

・

　　

金

料

　　

増

　　　　　　　

売

　　

振

　　　　

除

　　　　

額

益

益

板

費

　

料
料

　　

瞬

　　　

売
等

　　　

替
瀕
高
高
｛
贈
贈
切
蔵
鰍
賑

料

　　　　

担

数

　　

期

産

械

金

　　　　

産

　　　　　　

当

　　　　　

前

料ぎ
塗
＊
輪
講
剛財
も
』
豊
麗
際
棚

燃程
輪
麗
瀞
園
霊
薦
璽
一楓

熱

　　　　

２
０

　　　

を

　　　　

１

　　　　

１

　　　　

旧

Ｕ^

　　

Ｕ^

　　

Ｕ^

　　

ｎＵ
ｎｖ

　　

ｎｖ

Ｕ^

　　

ｎｖ

　　

ｎｖ

　　

Ｕ^

　　

Ｕ^

　

（Ｕ

鯛
鯛
獅
測
皿
朋

旦

　

４１

約

　

９

　

４

　

開

　

始

　

Ｕ^

　　

ｎｏ

　　

Ｕ^

　　

ｎｖ

　　

ｎ）
「

側

　

０

　

０

　

０

　

０

　

初

７

　

０

　

５

　

０

１１

４１

２

　

９

　

９

　

４

０

　

８

１８

　　　　　　　　　　　　

１▲

　　　

５０，７０１，３６４

　　　　

７，９７６，６５６

　　　　

２，５２６い｝ＵＪ

　　　

６１，２０４，３８５
△４，５８５，５１５

　　　　　

５８９，５７９ △５２０，８５７ と４．５１６，７９３

　　　　　

０

　　　　

０

　　　　　

０

　　　　　

０
△４，５８５，５１５

　　　　

５８９，５７９ △５２０，８５７ △４，５１６，７９３

蜘蜘。

　　　　　

Ｕ^

　　

Ｕ^

　　

Ｕ^

　　　　　

ｎｖ

　　

ハＵ

　　

ハＵ

蜘蜘。蜘
（〉 ＝^Ｕ 蜘

　　

ｎｖ

　　　

ｎＶ

　　　

Ｕ^

　　　

（Ｕ
Ｕ^ （＝Ｕ ｎ） ｎＵ

蜘 ＝^Ｕ ｎｖ 蜘馴 ”印２４△ （＝ｖ ｎＵ
６９３ｑＪ１△ 醐

５７Ｑ５２△ ９４ー、－▲４△

岬 卿
刀４ｒｈＪ鹸^△

剛騨 卿
卸ｕ２△

岬。
。
姻

　

△

　　

ハＵ

　　

ｎｖ

　　

ｕ^

　　

Ｕ^

　　

ｎｖ

　　

ｎｖ

。
。
蜘

　

△
２０

　

．
３２△ ｎｖ Ｕ^ ２０

　

’
３２△

剛
（＝リ ｎＵ

卿剛
ｎＵ （Ｕ

脚蜘 脚
３０３７十２△

卿

Ｕ^

　　

ｎｏ

　　

Ｕ^

　　

ｎｖ

　　

ｎ）

側

　

０

　

０

　

０

　

０

　

初

　

知

１１

４１

２

　

９

　

９

　

４

　

帖

　　　　　　　　　　　

１▲

６８

　　

０

　

０

　

節

　

２

　

０

５

　　　　

鵜
鵜

篇

　　　　　

３

　　　　　

２

　

３

　

２
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財

　　

務

　　

諸

　　

表

　　

に 関

　　

す

　　

る

　　

注

　　

記

１．重要な会計方針

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法

　

該当なし

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　

棚卸資産

　

…

　

玄米を計上しており、 平均売価により評価している。
（３） 固定資産の減価償却の方法

　

旧定額法及び定額法によっている。
（４）引当金の計上基準

　

退職給付引当金

　

…

　

職員の退職給付に備えるため、 当該事業年度末における自己都合要支給額に

相当する金額を計上している。
（５） リース取引の処理方法

　

ファイナンス・リース取引であるが、 通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理している。
（６）消費税等の会計処理

　

消費税等の会計処理は

　

税込み方式によっている。

２．会計方針の変更

　

該当なし

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、 次のとおりである。
科

　　

目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
せす財産

　

定

　

期

　

預

　

金

　　　　　

／Ｊ、

　

言一^

特定資産
退職給付引当資産
減価償却引当資産

　　　

小

　　

計

　　　

Ａ

　　

計

５１，０００，０００ ０ ０ ５１，０００，０００

５１，０００，０００ ０ ０ ５１，０００，０００

１２，６５９，６００

１２，９４６，８８４

１，１３８，８００

　　

０

３，８８４，５００

　　

０

９，９１３，９００

１２，９４６，８８４

２５，６０６，４８４ １，１３８，８００ ３，８８４，５００ ２２，８６α７８４

７６，６０６，４８４ １，１３８，８００ ３，８８４，５００ ７３，８６０，７８４

４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、 次のとおりである。

科

　　

目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）

（うち・一般正味財産

からの充当額）

（うち負債に

対応する額）
基本財産

　

定

　

期

　

預

　

金

　　　　　

小

　　

言十

特定資産
退職給付引当資産
減価償却引当資産

　　　　　

ノｊ・

　

計

　　　

合

　　

計

５１，０００，０００ （５ＬＯＯ０，０００） （

　　

０） （

　　

０）
５１，０００，０００ （５１，０００，０００） （

　　

０） （

　　

０）

９，９１３９００

１２，９４６，８８４

（

　　

０）

（

　　

０）

（９，９１３，９００）

（１２，９４６，８８４）

（９，９１３，９００）

　

（

　　

０）

２２，８６０，７８４ （

　　

０） （２２，８６０，７８４） （９，９１３，９００）

７３，８６０，７８４ （５１，０００，０００） （２２８６０，７８４） （９，９１３，９００）

うち指定正味財産（うち・一般正味財産

　　

うち， 責に

５．担保に供している資産

　

該当なし
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６，固定資産の取得価額、 減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、 減価償却累計額及び当期末残高は、 次のとおりである。
科

　　

目 取得価額 減価償却累計額 当期除却額 当期末残高
建

　　　　　　　　

物

冷

　

蔵

　

業

　

設

　

備

車

　

両

　

運

　

搬

　

具

農

　

業

　

用

　

機

　

械

什

　

器

　　

備

　

品

　

合

　　

計

９２８７，３０２

５，２７６，６９０

２１，７１８，２８０

３６，６９３，７５７

　

６４２，１９１

９，２８７，２９８

５，２７６，６８９

１６，４７２，３２４

３３，７５７，１８８

　

３３３，８７８

１１ー

　　

４

　　

Ｉ

５，２４５，９５６

２，９３６，５６８

３０８，３１３

７３，６１８，２２０ ６５，１２７，３７７ Ｉ ８４９０８４２

７．債権の債権金額、 貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

債権の債権金額、 貸煙り引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、 次のとおりである。
科

　　

目 債権金額 賃例引当金の当期末残高 債権の当期末残高
未

　　　

収

　　　

金

米販売代金収入
マネジメント事業収入

除雪作業収入
補助金等収入
雑収入

　　

合

　　

計

４５５，１５９

　

５９，４００

２，０７１，８０６

３００，０００

４７７，４００

（
ｖ

　

ハＵ

　

ハＵ

　

ｎ
ｖ

　

ｎ
）

４５５，１５９

　

５９，４００

２，０７１，８０６

３００，０００

４７７，４００

３，３６３，７６５ ０ ３，３６３，７６５

８，保証債務等の偶発債務

　

該当なし

９．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価格、 時価及び評価損益

　

該当なし

ＩＤ．補助金等の内訳並びに交付者、 当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、 当期の増減額及び残高は、 次のとおりである。

補助金等の名称 交付者
前期未
残

　

高

当

　

期

増加額
当

　

期

減少額
当期末
残

　

高

貸借対照表上
の記載区分

補助金
水田活用直接支払交付金
雇用就農資金
運営費補助金
中山間地域等直接支払交付金
農業経営継続支援金
エネルギー価格等高騰支援給付金

肥料価格高騰対策事業支援金

国

国
上越市
上越市
上越市
上越市

Ｕ^

　

Ｕ^

　

ハＵ

　

ｎ
ｖ

　

Ｕ^

　

”^ｖ

　

Ｕ^

５，２６５，７９２

３００，０００

４，５００，０００

１，３１５，５２０

２００，０００

４００，０００

　

３，４６４

５，２６５，７９２

３００，０００

４，５００，０００

１，３１５，５２０

２００，０００

４００，０００

　

３，４６４

ハ＝ｖ

　

ｎ
Ｕ

　

Ｕ^

　

ｎ
）

　

ｎ
Ｕ

　

＝^）

　

＝^）
合

　　

計 ０ １１，９８４，７７６ １１，９８４，７７６ ０

－２６－



１１．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、 次のとおりである。
内

　　　

容 金

　

額

経常収益への振替額
減価償却費計上による振替額

経常外収益への振替額
処分による振替額

３２０，３２０

　

０

合

　　　

計 ３２０，３２０

１２．関連当事者との取引の内容

　

該当なし

１３．重要な後発事象

　

該当なし

１４・その他

　

該当なし

‐２７‐



計

　

算

　

書

　

類

　

の

　

附

　

属 明

　

細

　

書

１

　

基本財産及び特定資産の明細

　

基本財産及び特定資産については、財務諸表の注記３． 基本財産及び特定資産の増減及び

その残高に記載している。

２

　

引当金の明細

退職給付引当金

科

　　　　　

目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 １２，６５９，６００ １，１３８，８００ ３，８８４，５００ ０ ９，９１３，９００

当期減少額

－２８－



財

　

産

　

目

　

録

　　

令和６年３月３１日現在

　　　　　　

真

　

鯛

　

＾

　

′
‘・・‘

　　　　　　　

”」′

：目

　　　　　　　

．の′ハ

　

．γ′▼′

　　　

” １入”一目山寸 金

　　

額

　

＼‘…

　

ｈ

　

二音合一

　　　　

仁畿＝．・…

　

・．

預金

未収金
農用地保全事業収入
マネジメント事業収入

除雪作業収入
補助金等収入

雑収入
棚卸資産

経営安定積立金

普通預金
えちご上越農業協同組合
大島支店

　　　　

”夢！ｔｍｌ…久松ウ！占
大島郵便局振替－１座

業者等に対する未収額
新潟県農林公社に対する未収額
上越市に対する未収額
（－社）全国農業会議所に
対する未収額
ゆきぐに森林組合に対する未収額
」二越市

　

玄米（３０ｋｇ）５２９袋

収入減少緩和交付金積立金

運転資金として

運転資金として
運転資金として

米代金及び送料の未収分
＝－【

　

ｉ米ふしメ。し質の未収分

　　　　　　　　　　　　　　

．．・ごＶ・ノＪ
雇用斎誹仙雪 金 ネ前分

温室使用料の未収分
販売して得た収入を公益目的事業の
財源として使用している

３７４，５４１

４，４８３，３８８
３，６９１，６６８

７３２，６３８

　

５９，０８２
３，３６３，７６５
４５５，１５９

　

５９，４００

２，０７１，８０６
３００，０００

４７７′４００
４，０７４，５００

で固定箸雇）
基本財産

　

特定資産

　

その他固定資産

定期預金
定期預金（指定）

退職給付引当資産
退職給付引当資産
（一般）
減価償却引当資産
減価償却引当資産
（－－－般）

建物
建物（指定）
建物（一般）
農業用機械
機機（指定）
農機（一般）
車両運搬具
車両運搬具（指定）

車両運搬具（一般）

什器備品
什器備品（一般）

冷蔵設備
冷蔵設備（指定）

えちご上越農業協同組合
大島支店

えちご上越農業協同組合
大島支店

えちご上越農業協同組合
大島支店

上越市

　

格納庫・施設園芸温室
上越市 堆肥置場

上越市 田植機ほか
上越市 コンバインほか

上越市 搭載車、 除雪機ほか

上越市 パソコンほか

上越市

　

保冷庫、 冷蔵庫

公益目的保有財産であり、 運用益を
公益事業の財源として使用している

職員３名に対すス

　　

人の支払い
に備えたもの

２益目的保有財産及び将来的な
資産取得に備えたもの

公益目的保有財産であり、 公益
目的事業の施設に使用している

公益目的保有財産であり、 公益
目的事業に使用している

公益目的保有財産及び収益事業
（除雪機） で使用している

公益目的保有財産及び法人会計
（パソコン） で使用している

公益目的保有財産であり、 公益
目的事業で使用している

５１，０００，０００
５１，０００，０００

５１′０００，０００
２２，８６０′７８４
９′９１３，９００
９，９１３′９００

１２９４６，８８４

１２，９４６，８８４

８，４９０′８４２

　　

４

　　

３

　　

Ｉ
２，９３６，５６８

　

６３８，４００
２，２９８，１６８

５′２４５，９５６

　　

０

５，２４５，９５６

　

３０８′３１３

　

３０８，３１３

　　

Ｉ

　　

Ｉ

引こ対すス

　　

人の支払１
たもの

的保有財産及び将来的な
得に備えたもの

的保有財産であり、 公益
業の施設に使用している

匡鵡丸じ′日、！９台訂 ８２，３５１，６２６
資産合 ー ９４，６４７，８２０
Ｌ湧Ｌ兇’員ｆ、）

未払金
事業費
管理費
特定資産取得支出
預り金

業者等に対する未払い分
業者等に対する未払い分
えちご上越農協大島支店
第四銀行安塚支店

事業に供する未払い分
法人会計に供する未払い分
引き≧預金の末積立額
社会保険料、源泉所得税

６，５５６，７３０

１，５５２，０４４

　

５７，８０２
４，９４６，８８４

４０８，２１８

（凶疋只貞）

退職給付引当金 職員に対するもの 職員３名に対する退職金の支払い
に備えたもの

９′９１３，９００

凶化′口・１』Ａ言ｉ ９，９１３，９００
負債合汁 １６，８７８，８４８
正味財薫 ７７，７６８，９７２

…２９－



監

　

査

　

報

　

告

　

書

公益財団法人大鳥農業振興公社

理事長

　

丸山 晴己

　　

殿

令禾［１６

　

年 ６ 月

　

５

　

日

監事 小 山弘司｛ 檀

監事老 野蕩字 豊

　

私たち監事は、令和５年４月１日から令和６年３月３１日までの事業年度の理事の職

務の執行を監査いたしました。その方法及び結果について、次のとおり報告いたします。

１

　

監査の方法及びその内容

　

各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に

努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の

執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、
業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事

業報告及びその附属明細書について検討いたしました。

　

さらに、会計賑簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類

（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及びその附属明細書並びに財産目録について検

討いたしました。

２

　

監査意見

（１） 事業報告等の監査結果

一

　

事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示し

　

ているものと認めます。

二

　

理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な

　

事実は認められません。

（２） 計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果

　

計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益（正味財産増

減） の状況をすべての重要な点において適正に示しているものと認めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以

　

上

－３０－



　　

事

　

業

　

計

　

画

　

書

目

　　

令和

　

６年

　

４月

　

１日

至

　　

令和

　

７年

　

３月３１日

新潟県上越市大島区牛ヶ鼻２６４９番地

公 益 財 団 法 人 大

　

島 農 業 振 興 公 社

－３１‐



令和６年度

　

公益財団法人大島農業振興公社事業計画書

【基本方針】

　

大島区内では、 後継者や担い手の不足が深刻な状況にあり、 今後、 更に農地の荒廃の増加が

見込まれています。 公社に寄せられる期待は大きいものの、 単体での保全活動には限りがある

ことから、 集落内の生産組織や認定農業者等との連携の強化、 担い手の確保と育成、 支援体制

の確立が急務となっています。

規模拡大が経営改善につながるとは言い難く、 公社の現状と方向性を踏まえ、 関係機関等か

らの指導を受けながら検討を進め、 農政活動や地域農業への支援体制の強化、 多角的な収入源

と人材確保に努めてまいります。

　

また、 更なる運営努力を継続し、 研修会等へ積極的に参加し、 外部からのアドバイザーや専

門家による指導を受けるなど、 職員資質の向上と公社の体質改善に努めてまいります。

工． 事業目的

　

農業者の高齢化や担い手不足による農地の荒廃が懸念されるなか、 農業の振興を通じ、 地域

農業の持続的発展と地域社会経済の活性化に寄与することを目的に次の事業を行う。

　

１．

　

農業の担い手の育成に関する事業

　

２．

　

農作業の支援に関する事業

　

３．

　

農用地の保全や権利調整に関する事業

　

４．

　

農業政策推進のためのマネジメントに関する事業

　

５．

　

技術習得を目的とした研修等事業

　

６．

　

その他この法人の目的を達成するために必要な事業

１１， 事業概要

（１）公益目的事業

①

　

農業の担い手の育成に関する事業

　

農業者の高齢化が進んでいることから、地域農業を持続的に発展させることを目的に行う。

　

・新規就農者や認定農業者への支援

　

・新規就農者、 農業生産法人、 担い手の規模拡大等による経営安定化を図るための支援

‐３２‐



②

　

農作業の支援に関する事業

　

高齢農家や兼業農家の大きな負担となっている基幹農作業を、 農作業受託組合を中心に、
農業生産組織、中核農家と連携を図り支援することで、耕作放棄や地域農業の衰退を未然に

防止することを目的に行う。

　

・水稲育苗

　　

５，０００枚

　

・基幹農作業受託 （耕運、 代掻き、 田植え、 刈取りなど）

　　

延 １７．５ｈａ

③

　

農用地の保全と地域農業の維持増進に関する事業

農地管理の維持が困難になった農家の農地を管理耕作することで、 農地の荒廃や地域農業

の衰退を未然に防止することを目的に行う。

　

．作付面積

　

１２．７３ｈａ

　

「求められる

　

おおしま育ち」 の栽培と販売

　

・耕作圃場の集約化による生産コスト低減に向けた取り組み強化

　

・米の有利販売に向けた取り組み強化

④ 農業マネジメントに関する事業

　

中山間地域で農業者の高齢化が進む当地域では、 次世代に引き継ぐべき地域資源である農

地の荒廃が進みつつある。 優良農地の継続的な活用については、 地域ぐるみ、 集落ぐるみの

合意形成が必要であり、 その支援を実施する。

　

・農地利用集積円滑化事業【糸陸続分】及び農地中間管理事業

　　

農用地の利用調整を図り、 効率的な．土地利用と荒廃地の発生防止に努める。

　

・日本型直接支払制度に係る事務支援

　　

１） 中山間地域等直接支払に係る広域協定事業への支援

　　

中山間地域等直接支払制度を推進するため、 大島区農業振興会への事務支援を行う。

　　

２）多面的機能支払制度に係る事務支援事業

　　

中山間地域等直接支払制度との連携による、 相乗効果と事務支援の強化に努める。

　　

３）環境保全型農業直接支払制度に係る事務支援事業

　　　

「大島区の環境を守る会」 を組織し、 農地保全と担い手の育成に努め、 環境にやさし

　　

い農業を推進する。

⑤

　

園芸の技術習得に関する事業

　

大島区の大半の農家は、 稲作単一経営である。 複合営農による経営の安定化を図るため、
地域に適した作物や新規作物の選定と栽培方法について検討する。 また、 施設園芸温室の有

効活用について検討を行い、 研修会や試験栽培等の場として一時提供 （貸付） を行う。

　

・園芸の技術習得に関する事業

　　

自然薯の栽培技術の確立

　　

地域の特性を生かした新規作物の選定と実証栽培

‐３３－



⑥

　

各種研修等事業

　

・農業に関する基礎知識の習得等に関する研修会

（２） 収益目的事業

　

（収１）

① 冬期に道路等の除雪を行う事業

　

冬期間の地域住民の生活道路を確保するため、 道路除雪を実施する。

１１１． その他

① 連携指導事業

　

浦川原区総合事務所（上越市）、上越東農林事務所普及課（新潟県）、 えちご上越農業協同
組合との連携を密にし、 事業展開を図るとともに農家指導への協力を行う。

② 職員研修等

・職員の意欲及び資質向上を図るため各種研修会等へ積極的に参加する。
・各種機械の整備講習や安全講習会等への参加を行う。

③ 販売強化と情報収集

・環境に配慮した農産物の安定生産と 「おおしま育ち」 のブランド化の推進

・農産物の有利販売を進めるための新たな販売戦略の検討

・新潟県及び上越市が発信する販路拡大や販売促進情報を積極的に活用

－３４



令和

　

６

　

年度 事

　

業

　

計

　

画

　

明

　

細‘書

事業区分
計

　　　

画
備

　　　　　

考
面積（ｈａ） 金額（千円）

　

①担い手の育成

　　　

耕うん

　　　　　　　　　　　　

４．０

　　　

代掻き

　　　　　　　　　　　　　

５，Ｏ

　

②

　

田植え

　　　　　　　　　　　　

２，Ｏ

　

農

　

刈取り

　　　　　　　　　　　　　

６．５

　

作

　

審 育苗硬化

　　　　

５，伽

　

支

　　

援

　

水稲苗配達

　　　　　　　　　

２，５００

　　　

搬械回送

　　　　　　　　　　　　

６０

　　　

籾運搬

　　　　　　　　　　　

１５，０００

　　　　　　　　

支援合計

　

③

　

審 作付面積

奏
峯

　

と

公瀞剛
益萎

　

維

自 彊

　　

総
的

　　

農撫利用集稽閏滑ず”

　　　

；二十二；；…二…－

　　　

－品
事

　　

畢芙 １継続分ｉ

　　

ｉ

　　　

ｌ◆６９

　　　　　　　　　　　　　　

（利用権設定面係）

業

　

④

　

中山間地域等直接

　

マ 支払事務支援事業

　

ネ

　

ジ

　

多面的機能支払

　

事務支援事業

　

ト 環境保全型直接支払

　　　

事務支援事業

　　　

中間管理機構

　　　　　　　

マネジメント合計

　　　

施設貸付

　

⑤

　

園

　

芸

　

の

　

技

　

農産物生産
術

　

習

　

得

　　　　　　　　

園芸合計

⑥研修等事業

　　

ｉ

　　　　　　

公益事業合計

　　　　

０

　

耕うん

　　　　　　　　　　　　

４．０

　

代掻き

　　　　　　　　　　　　　

５，Ｏ

②

　

田植え

　　　　　　　　　　　　

２，Ｏ

農

　

刈取り

　　　　　　　　　　　　　

６．５
作

審 育苗硬化

　　　　

５，伽

支
援

　

水稲苗配達

　　　　　　　　　

２，５００

　

搬械回送

　　　　　　　　　　　　

６０

　

籾運搬

　　　　　　　　　　　

１５，０００

　　　　　　

支援合計

　

３０８

　

５２５

　

１３０

１，３６５

４，８２０

　

３００

　

３００

　

６０

面

　

稜

　　　

単

　

価

　　　

金

　

額

　　　

４００

　　　　　　　

７７０

　　　　　

３０８，０００

　　　

５００

　　　　　

１，０５０

　　　　　

５２５，０００

　　　

２００

　　　　　　　

６５０

　　　　

１３０，０００

　　　

１

　　　

３５０

　　　　　

２，１００

　　　

１，３６５，０００

　

１，８００

　　　　　

９００

　　

１，６２０，０００

　

中苗

　

３，２００

　　　　

１，０００

　　

３，２００，０００

　　

稚苗

　

２，５００

　　　　　　

１２０

　　　　　

３００，０００

　　　　

６０

　　　　　

５，０００

　　　　　

３００，０００

　

１５，０００

　　　　　　　　

４

　　　　　

６０，０００

７，８０８ 合

　

計

　　　

７，８０８，０００

③

審 作付面積
地
の
保
全
と
地

驚 米販売収入
業
の
維
持
増
進

　　　　　　　　

保全合計

作付面積

　　　

コシヒカリ

　　　　　　　　　　

７．９７

　　　

反収７．５俵

　

（ｈａ） つきあかり

　　　　　　　　　　

４．７６

　　　

反収９．０俵

　　　　　　　　　　　

合

　

計

　　　　

１２，７３

米販売収入 １６，０５３

小

　

売 コシヒカリ

　

２４０俵

　　　　　　　　　　　　　　

５，０５５，０００

　　　　

つきあかり

　

２５０俵

　　　　　　　　　　　　　　

３，５００，０００

荷物発送運賃収入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３５０，００Ｏ

ＪＡ出荷

　　　

コシヒカリ

　

＠１４，０００×３５８俵±

　　　　　　　

５，０１２，０００

　　　　

つきあかり

　

＠１１，０００×ｉ７８俵ご

　　　　　　　

１，９５８，０００

　　　　

層．端量米

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ７８，０００

１６，０５３ 合計

　　　

１６，０５３，０００

農地キーｉ用集積円滑化１

事業｛継続分１

　

１

　

，．６９

　　　　　　　　　　　　

（利用権設定面係）

④

　

中山間地域等直接

マ

　

支払事務支援事業
ネ
ジ

　

多面的機能支払

事務支援事業

ト 環境保全型直接支払

　

事務支援事業

　

中間管理機構

　　　　　

マネジメント合計

２１０

賃貸料収入

　　　　　　　　　

２０５，６４０

手数料収入 （税込）

　　　　　　

４，５１６

　　　　　　

合

　

計

　　　

２１０，１５６

中山間地域等直接

支払事務支援事業
２，４８４ 事務支援受託費

　　　　　　

２，４８４，０００

多面的機能支払

事務支援事業 １ ７００ 事務支援受託費

　　　　　　　

７００，０００

環境保全型直接支払

事務支援事業

　　　

′
２０ 事務支援受託費

　　　　　　　

２０，０００

中間管理機構 ５９ 事務委託費

　　　　　　　　　

５９，４００

３，４７３ 合計

　　　　

３，４７３，５５６

　

施設貸付
⑤
園
芸
の
技

　

農産物生産
術
習
得

　　　　　　

園芸合計

３２０冬期間施設貸付料

　　　　　　

３２０，０００

農産物生産 ｉ２３０

　　　

数

　

量

　　　

単

　

価

　　　　

金

　

額

　　　　　　　

９０・０

　　　　　

１，０００

　　　　

９０，０００

　　　　　　

小売

自然薯

　　　　　　

７０，０

　　　　

２，ｏｏｏ １４０，０００

　　　

予約販売

　　　　　　　　　　　　

合計

　　　

２３０，０００

５５０ 合計

　　　　　

５５０，０００

⑥研修等事業 ０

２７，８８４

‐３５‐



令和

　

６ 年度

　　

事

　

業

　

計

　

画

　

明

　

細

　

書

事業区分
計

　　　

画
備

　　　　　　

考
面積（ｈａ） 金額（千円）

豊 ず 市道除雪受託事業

事
業

　　　　　　

収益事業合計

１０，６７４

　　　　　　

実稼動

　　　

２５０Ｈ

　　　　　

７，３００，０００

　　　　　　　

バトローノレ

　　

６０Ｈ

　　　　　　　

５６４，０００

熊田三竹沢

　　

固定費

　　　　　　　　　　

１｝２６７，０００

町

　　　

内

　　

ボ…ル設置・撤去 １００本

　　　　

３４３，０００
薄

　

沢 線

　　　　　

排雪等作業

　

一式

　　　　　

１，２００，０００

　　　　　

春先除雪 ＯＨ

　　　　　　　　　　

Ｏ

　　　　　

待機補償 ＯＨ

　　　　　　　　　　

Ｏ

　　　　　　　　　　　　　　

合計 １０，６７４，０００

１０，６７４ 合計

　　　

１０，６７４，０００

事業収入合計 ３８，５５８

‐３６‐



円
＝

　　　　　　　　　　　　　

側

　

０

　

０

　

節

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

級

０

　

０

　

０

　

０

　

被

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

位

　　　

計

単

　　　

合

　　　　　　　　　　　　

３

　　　

１

　　　　　

１

令和６年度公益財団法人大島農業振興公社収支予算書

　　　　　

令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで

科

　　

目
公益目的事業会 収益事業等会

法人会計 内部取引控除 鮒公 計 収 計

１

　

一般正味財産増減の部

１．経常増減の都

（１）経常収益

基本財産運用益 咽

岬

　

ｎｖ

　

Ｕ^

　

Ｕ^

　

＝^ｖ

一基本財産受取利息 獅

哩

　

Ｕ^ ０

　

＝^｝ 脚事業収益

卿細 卿 剛

　

Ｕ^

　

ｎＵ ３８，５５８，００

農作業支援事業収益

脚唖

　

ｎｖ

　

Ｕ^ ０

脚保全管理事業収益

剛岬

　

Ｕ^

　

〔Ｕ

　

Ｕ^

卿マネジメント事業収益

獅
３，４７３．０００ ０

　

”^▼

　

Ｕ^

卿園芸事業収益

馴 蜘

　

Ｕ^

　

Ｕ^

　

〔Ｕ 蜘除雪作業収益

　

Ｕ^

　

ｎｖ 卿 剛

　

”^▼ 鞭受取補助金等

卿 卿

　

〔Ｕ

　

Ｕ^

卿

　

ｎＤｖ 蜘受取国庫補助金

蜘 蜘

　

Ｕ^ ０

　

Ｕ^ 蜘受取地方公共団体補助金

蜘 蜘

　

Ｕ^

　

ハｕｖ 卿 卿受取補助金等振替額

蜘 剛

　

ｎｖ

　

ｎｖ

　

Ｕ^ 蜘雑収益

蜘 蜘 脚 咽 鯛

　

Ｕ^ 剛受取利息 ０

　

ｎｖ ０

　

ｎｖ 獅 獅雑収益

蜘 蜘 咽 咽 獅 蜘期末農産物棚卸高 ４，０閑，０００

卿

　

＝^ｖ

　

Ｕ^

　

ｎｖ 獅経常収益計 ３６，６９３，３２０ ３６，６９３，３２０ ＝^）
００ｒｏ☆）

ハｂｎｖ
↓ Ｕ^ｍｒｏ^ＫＵ（〇^＝ｖ ”^）

ｎ
ｖ豆^００乙^

　

＝^）
ｎ
ｖ
ハアム誌^８４“^）４９

（２）経常費用

事業費

岬 脚 脚 脚

　

ｎｖ 卿役員報酬

　

＝^ｖ

　

ｎｖ

　

＝^ｖ

　

ｎＵ

　

Ｕ^

給料手当

脚
９．７０ａｏｏｏ

獅 蜘 蜘臨時雇賃金

剛 脚 剛 醐 卿福利厚生費

獅 獅 蜘 蜘 剛退職給付費用

蜘 醐 蜘 蜘 岬減価償却費

蜘 曜 蜘 剛 蜘旅費交通費

咽 蜘

　

Ｕ^

　

Ｕ^ 咽通信運搬費

叩 醐 蜘 獅 剛消耗品費

蜘 蜘 蜘 剛 鯛鯛修繕費

蜘 踊 蜘 蜘 脚燃料費

蜘 蜘 剛 蜘 脚光熱水料費

蜘 蜘 馴 蜘 蜘支払手数料 ７０１，０００ 醐 獅 咽 馴貸借料

蜘 剛 蜘 馴 脚使用料

獅 蜘 醐 咽 獅保険料

叩 醐 馴 馴 鰯４５９
租税公‐漢 １１１５，０００

剛 鯛脚 鯛獅 卿支払負担金

醐 醐 鯛 馴 脚委託費

蜘
８２１０００ ０

　

Ｕ^ 叩纏 姻 蜘

　

Ｕ^

　

ｎｙ 蜘期首農産物棚卸高 ４，０００，０００ ４，０００，０００

　

ｎ） ０

伽



令和６年度公益財団法人大島農業振興公社収支予算書
令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで

（単位：円）

科

　　

目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 内部取引控除 合計
公１

　

１

　

小計 収１

　

１

　

小計

管理費 ３，２３１２５５

　　　　　　　　　　

０ ３，２３１、２５

役員報酬

　　　　

００

　　　　　

０

税理士報酬 ４００，０００ ４００，０００

給料手当 Ｔ，４６９，０００ １，４６３．００

福利厚生費 ２７２◆０００ ２７２，００

退職給付費用 １４９，２５５ １４９，２５

会議費 １７７・０００ １７７◆００

旅費交通費 ３０ＱＯＯ０ ３００，００

通信運搬費 ３６，０００ ３６，００

消耗品費 ４，０００ ４，００

燃料費 １２，０００ １２，００

光熱水料費 ５０，００ ５０，００

支払手数料 １２，００ １２，閑

賃借料 ５３，００ ５３，００

使用料 １６０、０００ ず６０・ｏｏ

支払負担金 １０７・０００ １０７，０００

雑費 ３０，０００ ３０，００

経常費用計 ４０，８８６，８８１ ４０，８８６，８８１ ９．６８４，６５７ ９，６８４，６５７ ３．２３１．２５５ ０ ５３，８０２，７９３

期経常増減額 ，ｉ９３．５６１ ‘）４，１９３，５６１ １，０００，３４３ １，０００，３４３ ‘）１，２２５，２５５ ０ △４，４１８，４７

基本財産評価損益等

　　　　

０ ０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

特定資産評価損益等 ０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０ ０

評価損益等計 ０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０ ０ ０ ０

当期経常増減額 △４，１９３．５６１ △４，１９３，５６１ １，０００，３４３ １，０００，３４３ 乙｝↑．２２５，２５５ ０ △４，４１８，４７３

２，経常外増減の部

（１）経常外収益

受取補助金等振替額

　　　　

０

　　　　

０ ０ ０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

固定資産売却益 ７００，０００ ７００・０００ １，７１ｉ，４５０ １，７１１，４５０

　　　　

０ ０ ２，４１１，４５０

経常外収益計 ７００・０００ ７００・０００ も７１１４５０ も７１１，４５０ ０ ０ ２．４１１，４５０

｛２）経常外費用

固定資産除却損

　　　　

０ ０ ０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

経常外費用計 ０ ０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

当期経常外増減額 ７００・０００ ７００・０００ １，７１１，４５０ １，７１１４５０ ０ ０ ２，４１１，４５０

他会計振替額 ５００、０００ ５００，０００ △５００，０００ △

　

５００，０００ ０

　　　　

０

　　　　

０

当期一般正味財産増減額 乙｝２９９３，５６１ △

　

２，９９３．５６１ ２，２”，７９３ ２，２１１，７９３ ‘｝１，２２５，２５５

　　　　

０ △２，０１１７，０２３

一般正味財産期首残高 １３，５９２，７６０ １３ｒ５９２，７６０ ヨ４２８５・０７７ １４、２８５０７７ △

　

２，６６３，９２１ ０ ２５，２１３９１６

ー殻正味財産期末残高 ＩＱ５９９，１９９ １０，５９９，１９９ ｌｓ，４９６８７０ ｌｓ，４９６，Ｂ７０ ‘３，８８９，１７６ ０ ２３，２０６，８９３

日

　

指定正味財産増減の部

受取補助金等

　　　　

０

　　　　

０ ０ ０ ０

　　　　

０

　　　　

０

一般正味財産への振替額 △

　

３２０，３２０ 乙３２０．３２０

　　　　

０

　　　　

０

０

　　　　

０

　　　　

０ △

　

３２０，３２０

　　

当期指定正味財産増減額

　　

指定正味財産期首残高

　　

と

　

３２０▼３２０

　　

５１，６３８，４０４

　　

△

　

３２０，３２０

　　　

５１６３８４０４

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０ ０ △３２０，３２０

　　

指定正味財産期首残高

　　　　　　　

台

　　

５１，６３８，４０４

　　

５１，６３８，４０４

　　　　

０

　　　　

０ ０

　　　　

０ ５１，６３８，４０４

指定正味財産期末残高 ５１，３１８，０８４ ５１，３１８，０８４

　　　　

０ ０

　　　　

０

　　　　

０ ５１，３１８，０８４

頭

　

正味財産期末残高 ６１，９１１２８３ ６ず，９１７．２８３ １６，４９６，８７０ ＩＳ，４９６β７０ ‘ ３８８９１７６ ０ ７４，５２４，９７７
正味財産期末残高

　　　　　　　　　　　　

６１，９１１２８３

　　　

街，９１７，２８３

　　　

１６，４９６，８７０

　　　

１８，４９６，Ｂ７０

　　

△３８８９

一３８‐



事業
年度

目 令和６年４月１日 法人コード Ａ０ｆ６５２８

至 令和７年３月３１日 法人名 公益財団法人大島農業振興公社

資金調達及び設備投資の見込みについて
（１）資金調達の見込みについて

当期中における借入れの予定の有無を記載し、借入れ予定がある場合は、その借入先等を記載してください。

借入れの予定

　

１あり

事業
借入先 金額 使途

区分番号

収 「 えちご上越農業協同組合 ２，０００，０００円 除雪車入替費充当

円

（２）設備投資の見込みについて
当期中における重要な設備投資（除却又は売却を含む。）の予定の有無を記載し、設備投資の予定がある場合には、その内容等を記載して〈ださ
Ｌ、Ｑ

設備投資の予定

　　

１あり

事業
設備投資の内容 支出又は収入の

　

予定額

　

資金調達方法
又は取得資金の使途区分番号

収 除雪車カワサキ６５ＺＶ売却 ４，０００，０００円 売却予定査定額

収 ↓ 除雪車コマツＷＡ２００（中古）購入
６，０００，０００円 購入予定見積額

‐３９－


